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1 . はじめに

中国で は 1 9 5 0 年代か ら 1 9 8 0 年代初め にかけて 人民公社を基盤とす る農業生産が お こな

われた ｡ そ の 時代､ 水 田 と畑は人民公社に よっ て所有され ､ 人々 は生産隊単位で農作業を

お こな っ た ｡ 生産物は 人民公社に よ っ て管理された ため ､ 個人間の 経済格差 は制度 的に存

在 しなか っ た｡ 1 9 8 0 年代中頃になる と ､ 中国政府の 政策転換に より市場経済の考え方 を取

り入れた農業政策がは じまり､ そ れぞれ の 世帯は､ 分配された水 田 と畑 を自分の 経営責任

で 耕作す る とともに , 村落の 共有地に 開墾 した換金作物畑 を耕作す る こ とによ っ て 所得の

向上 を目指すよう にな っ た ｡ こ の プロセ ス で
､ 世帯間の 経済格差が拡大 し､ 相対的な貧困

層の 拡大が中国農村社会 にお ける社会問題 とな っ て い る o 経済格差の 拡大は ､ 栄養状態 と

健康状態の 世帯間格差をうみだす こ とがおおく ､ そ の プロセ スと問題生成の メカ ニ ズム の

解明は , 人類生態学および国際保健学にお いて 重要な課題で ある ｡

本研究は ､ 農村部の 市場経済化 に ともなう換金作物開発が村落社会 の 生存構造を急速 に

変化させ つ つ ある 中国 ･ 海南島の 1 村落を対象に した研究で あり ､ 対象村落が換金作物を

受容するプ ロセ ス を過去 2 0 年間にわたっ て 再構築し､ 換金作物の 受容にかかわる世帯間差
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の 要因分析をお こなう と ともに ､ 換金作物 の 受容が世帯の栄養摂取 , 労働時間､ 栄養状態 ,

生活 の 満足度に どの ような影響 を及ぼしたか を検討 した ｡

2
. 方法

2 - 1 . 対象村落

海南島は 中国大陸の 南側に位置 して い る ｡ 海南島は中央政府の 市場経済化 政策 の
一

環 と

して ､
1 9 8 8 年に経済特区に指定され､ それ以来､ 中国大陸部及び海外からの 莫大な投資 を

うけい れる こ とで ､ 観光 開発 と換金作物栽培を中心 とした急速な経済発展を遂げつ つ ある ｡

本研究で対象 とした の は, リ ー 族 と呼ばれ る少数民族が居住する内陸山岳部五 指山市 の

番 陽鎮保 力村 ( 村民小組) で ある ｡ 1 9 8 0 年代初 め に人民公社が解体されて以来 ､ こ の地域

で は政府主導 の 換金作物導入がお こ なわれ て きた ｡

一

方で ､ 高収量ハ イ ブリ ッ ド米 とそれ

に対応 した肥料 ･ 農薬の導入 , 港減水路の 整備によ っ て , 水 田が産出する籾米 の 生産性が ､

1 9 8 4 年の 4 7 0 0 k g 他a ( 1 9 8 4 年) か ら 2 0 0 4 年には 1 1 0 0 0 k g/h a ( 籾米) に増加した ｡

2 - 2 . 対象世帯

1 9 8 5 年頃, 保 力村 には 2 0 世帯が登録されて い た｡ そ の 後 ､ 男子 の 婚姻 に ともなう分家

に よ っ て ､ 2 0 0 4 年まで に登録世帯数は 3 6 に増加した｡ 本研究で は､
1 9 8 5 年 の 2 0 世帯を

出自とす る グル ー プを拡大家族 と定義し, 経時的な分析の 単位 とした ｡

一 方 ､ 食事調査 ･

生活時間調査などは 2 0 0 4 年の登録世帯を分析の 単位 とした｡

2 - 3 . デ ー タ収集

2 0 0 0 年か ら 2 0 0 4 年にか けて の ベ 1 2 ケ月 の 住み込み調査をお こな っ た ｡ デ
ー

タ収集 に は､

現地語で あるリ ー 語 を中心 と しながら､ 補足的に漢語 を用 い た ｡

2 - 4 . 人 口学的変数および換金作物受容プロセス の 経時的復元

1 9 8 5 年から 2 0 0 4 年にかけて の 2 0 年間 に保力村で お こ っ た人 口動態 ( 出生 ･ 死亡 ･ 婚姻 ･

移動) と､ 換金作物を受容す る プロセ ス を世帯 ごとに復元するため に ､ 2 0 0 0 年に 4 0 歳以

上で あっ た 4 3 名全員に聞き取り調査を実施した｡ 正確な人 口デ
ー

タを収集す るために ､ 対

象者を網羅する家系図を構築し ､ 中国の 暦 による年推定､ イ ベ ントカ レ ンダ ー

の利用な ど

を応用 した ｡ また ､ 換金作物の 受容 プロ セ ス を量的に復元する ために ､ 地理情報を参照し

たQ U I C K B I R D 高解像度衛星デ
ー タを用い て 2 0 0 4 年の土地所有 ･ 利用 図を作成し ､ 1 9 8 5

年から 2 0 0 4 年にかけて の 耕作歴をす べ て の 土地 につ い て所有者か ら聞 き取 っ た ｡ 衛星画像

を G IS ソ フ トによみ こみ ､ 土地の 境界線をあらわす べクタ -

デ
ー

タ ( N = 7 4 7) を作成し面

積計算の ア ル ゴリズム を適用す る こ とによ っ て ､ 全 て の 畑 ､ 水 田の 面積を推定 した ｡ これ
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らの 作業 によ っ て ､
1 9 8 5 年か ら 2 0 0 4 年 にか けて の , 世帯 ごとの 作物別換金作物畑 面積 ( 収

穫前､ 収穫後) ､ 水田面積 ､
の べ 成人人口 ( 1 8

-

6 5 歳人 口) ､ の べ 消費単位人 口 ( 平均体重 の

成人男子の エ ネル ギ
ー

必要量 を消費単位 1 と定義 し､ す べ て の構成員に相対的な消費単位

係数を割り 当て て 計算した もの) が得 られた ｡ 米の 単位面積 あたり 生産性の 経年変化 は､

1 9 8 4 年 と 2 0 0 4 年の デ ー タを用 い て推定した ｡

2 - 5 . 食事調査 ･ 生活時間調査

保力村 の 中央ブ ロ ッ クに居住する 1 1 世帯を対象に , 直接秤量によ る 7 日間の 食事調査 と ､

巡回式 ( 朝7 暗か ら夜 8 時 3 0 分まで 9 0 分おき) の 生活時間調査 を実施した｡ 調査は､ 2 0 0 3

年 1 1 月 ､ 1 2 月 ､ 2 0 0 4 年 1 2 月 の い ずれも換金作物栽培を主たる活動とする 3 回の 時期に

繰り返 しお こ なっ た｡ 1 5 4 日 ･ 世帯の 食事調査デ ー タと 6
,
8 0 4 の 行動観察デ

ー

タを分析 した ｡

世帯レベ ルの 栄養摂取量と労働時間の代表値を計算す るため に､ 栄養摂取量は体重 5 3 . 1 k g

の 成人男子の 値 に換算し､ 労働時間は成人 1 人 1 日あたり時間を算出 した ｡ 食品成分表は ､

中国の栄養研究機 関が出版したもの を用 い た｡

2 - 6 . 生体計測 ･ 質問紙調査

対象者全員 (N = 1 3 6) に つ い て ､ 身長 , 体重 ､ 胴 囲､ 皮脂厚 ､ 上腕周囲の 生体計潮をお

こ な っ た ｡ 測定誤差を最小化する ために ､ 早朝空腹時 の対象者に つ い て ､ 著者がす べ て の

計測をお こ な っ た｡
1 8 歳以下 の 対象者の 測定値は ､ 中国農村部を対象に作成された標準成

長 曲線を用い て Z ス コ ア に変換した ｡

一 方 ､ 全世帯 を対象 にした質問紙調査で は ､ 肉類 の

摂取頻度 ､ 食用油の使用頻度 ､ 年収 ､ 主観的な生活 の 満足度につ い て の 聞き取りをお こ な

っ た
｡

3 . 結果

主たる結果は､ 以下 の 6 点に まとめられる ｡

Ⅰ . 換金作物導入 の プロセ ス にお い て ､ ある個人の 成功と い うエ ポッ クイ ベ ン トが ､ 村

落 レベ ル で換金作物の 受容がすすむ重要な要 因にな っ て い る こ とが明らかにな っ た ｡

保力村 の場合 ､
1 9 9 5 年 にひ とつ の 世帯がパ ラ ゴム の 収穫に成功 した こ と と ､ 1 9 9 8

年 に隣村の 世帯が ライチ とリ ュ ウガ ンの 栽培 に成功し莫大な利益をあげ中央政府か

ら ｢ 労働模範｣ として 北京の 授賞式に招待された ことをきっ か けに､ はとん どの 世

帯が換金作物栽培を集約化さ せて い っ た｡

Ⅱ . エ ポッ クイ ベ ン ト前 の 時期 (1 9 8 5 ･

1 9 9 4 年) を対象にした分析によ る と ､ 1 9 8 5
･

1 9 9 4

年の 世帯 の余剰米総量と 1 9 9 4 年時点で の 換金作物畑 の 面積 との 間に相関関係がみ

られた (S p e a r m a n
'

s r
= 0 . 6 9 , p

= 0 .0 0 1) ｡ 世帯の労働力は換金作物畑 の 面積と関連し

て い なか っ た ｡ 一 方 ､
エ ポッ クイ ベ ントの 後の 時期 ( 1 9 9 5

-

2 0 0 4 年) を対象 に した
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分析で は ､ 1 9 9 5
･

2 0 0 4 年 の 世帯労働力 ( 成人の数) が 2 0 0 4 年の 換金作物畑 の面積

と相 関して い た (S p e a r m a n
'

s r
= 0 .5 7

, p
= 0 . 0 0 8) ｡ こ の 結果は ､ エ ポ ッ クイ ベ ントの

前 と後で , 換金作物畑の 開発に影響する世帯要 因が変化した こ とを示唆 して い る 0

Ⅲ . 食事調査 の結果 による と ､ 換金作物期 にお ける保力村 の成人 1 人あたり エ ネル ギ
ー

摂取量は 9 .9 M J , タ ン ^
o

ク質摂取量は 6 8 .2 g で あ っ た ｡ 生活時間調査 による と､

成人 1 人あた り労働時間は 4 . 6 時間で ､ そ の うち 3 .2 時間が換金作物栽培に費やさ

れて い た ｡ 労働時間か ら判 断 して ､ 保 力村 にお ける成人の 労働負荷は基礎代謝量

(B M R) の 1 . 5 5 - 1 . 7 8 の範 囲にある と考えられ ､ 観察された エ ネルギ
ー

摂取量 ( 1 . 6

× B M R) は, エ ネル ギ
ー

消費量 と対応 して い た｡ また, 摂取タンパク質 レベ ル は､

保力村で消費されるタ ンパ ク質 の 正味利用率( N P U ) を 6 5 % と仮定して算出した安

全摂取 レベ ル(6 2 .0 g) を上 回 っ て い た .

Ⅳ . 世帯が所有す る収穫後換金作物畑の 面積 とタ ンパ ク質摂取量 との 間に はマ
ー

ジナル

な相 関関係がみ られた (S p e a r m a n
'

s r = 0 .5 5
, p

= 0 . 0 8) ｡ また ､ 世帯が所有する収穫

前換金作物畑の 面積 と換金作物栽培に費やす労働時間との 間に は相関関係がみ られ

た (S p e a r m a n
'

s r = 0 . 7 5
, p

= 0 . 0 1) 0

Ⅴ . 成人を対象 とした生体計測 の結果､ 平均 B M I は男性で 1 9 .6 ､ 女性で 2 0 . 5 で あっ た ｡

男性の 2 8 % と女性の 2 5 % は B M I が 1 8 . 5 より小 さく ､ 低体重 と考えられた｡ 1 8 歳

以下の 対象者 につ い て計算した Z ス コ ア によ る と､ 保力村の 子供は軽い 低栄養状態

に ある こ とが示唆された｡ 成人および子供 の栄養状態 と世帯 の換金作物栽培状況と

の 間 に 一 貫 した関連性はみ られなか っ た ｡

Ⅵ . 世帯 の 換金作物畑面積 と､ 申告された肉類の 摂取頻度 ､ 年収 ､ 主観的な生活 の 満足

度との 間に は関連はみ られなか っ た ｡

4 . 考察

本研究の 重要な発見 の ひ とつ は村落 レ ベ ルで の換金作物受容の プロセス におい て ､ 先駆

的な世帯による成功のイ メ ー

ジが大きな役割を果たす とい う こ とで ある ｡ 保力村 の 場合 は､

1 9 8 5 年にパ ラゴム が導入されてか ら 19 9 5 年にひ とつ の世帯が収穫に成功する まで の 1 0 年

間 ､ ほとん どの パ ラゴム畑 は手入れされる こ となく水牛に食 い 荒らされる存在で あ っ た｡

それが , 成功の イ メ ー ジを目にして か らは ､ ほ とん どのパ ラ ゴム畑 は満と柵で 囲われ るよ

うにな っ た ｡ 1 9 9 8 年の ライ チとリ ュ ウガン の収穫成功は さ らに大きな影響 をもち､ 保力村

の 世帯はす べ て の 資本を投入 して ､ 換金作物栽培の 成功 を目指して い る よう にみ える ｡ こ

の ような ｢ 先駆的世帯｣ が生業転換 にお い て果たす役割は､ 農村 開発にお ける鍵概念で あ

る と考えられ ､ 中国雲南省で 実施された U N tT/ G E F ア グロ フォ レス トリ ー プロ ジ ェ ク トに

おい て もその 有用性が報告されて い る ｡

保力村で 先駆的に換金作物を受容 したの は余剰米をおおく生産する世帯､
い い かえれ ば
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焼畑 で 生産される作物 へ の依存が相対的に少ない世帯で あ っ た ｡

一 方 ､ 1 9 9 5 年 の エ ポ ック

以降は ､ 世帯 の 労働力が換金作物畑 を開発す る にあた っ て重要な世帯要因 とな っ て い た ｡

こ の 背景に は､ 保力村 における換金作物開発 は政府主導でお こなわれた た め に ､ 苗が無償

も しくは安 い価格 で提供され たこ とがある ｡ とこ ろが ､ 2 0 0 2 年より ､ 政府の 方針転換に よ

っ て ､ それぞれ の世帯は自己 の 経済的負担 を求められ るようになり ､ すで に換金作物栽培

か ら現金を得て い る世帯 とそうで ない 世帯で は ､ 換金作物開発 にかかわ る条件が大きく異

なる こ と にな っ た ｡ 換金作物栽培にかかわる世帯間差は ､ 今後も不可避的に拡大して い く

と考 えられ る ｡

換金作物栽培は ､ 世帯の 栄養摂取およ び労働 に部分的な影響 をあた えて い た｡ 保力村で

は ､ 米 の 生産性向上 に よる余剰米の 生産によ っ て ､ 人々 が日常的 に必要 とする エ ネル ギ ー

とタ ンパ ク質が充足 して い る こ ともあり ､ 換金作物栽培 によ る現金収入 は肉や魚の購入 に

よ る動物性タンパ ク質 の摂取 を増加 させ る効果をもっ て い る と考えられた ｡
一

方 ､ 収穫前

の 換金作物畑 を所有す る世帯は相対 的に長 い 時間の 労働 に従事せ ざる をえず､ 将来の 成功

にむけて の 投資をお こな っ て い る と解釈された ｡ 換金作物栽培 の 成功は ､ 市場と天候 に大

きく左右される ｡ 市場経済化 の プ ロセ ス に ある農村社会の 生存基盤 の 解明に は ､ さらなる

長期間の フ ォ ロ ー

ア ッ プが必要で ある ｡

本研究の 方法論 的特長は ､ 調査者が現地 の 言語を習得し ､ 村落内に長期間住み込 む こ と

によ っ て対 象者 との 人間関係 を構築 した こ と にある ｡ こ の こ と によ っ て ､ 換金作物の 導入

の プロ セス にかかわ る詳細なデ
ー タを収集で きただけで なく ､ こ れまで デ ー タの 少ない 地

域にお ける食事調査や生活時間調査 を実施す る こ とがで きた ｡ さ らに は ､ 地理情報 シス テ

ムやリモ ー トセ ンシ ングを利用す る こ とで ､ 定量的な環境評価 ･ 土地利用変化と人々 の 活

動を結びつ けて分析する こ とがで きた ｡ こ の ような調査は中国農村部におい て ほ とん ど例

がなく ､ 東南ア ジア における人類生態学 ･ 農村開発学の 研究に寄与する もの で ある ｡
しか

し 一 方で ､ 方法論 的帰結 と して 対象世帯数が 3 4 に と どまり ､ より高度な統計分析 によ る検

討を十分 にお こ なう こ とがで きなか っ た｡ 結果的に , 論文 は ｢ 分析的｣ とい うよりも ｢記

述的｣ な傾向に ある o 今後 ､ 他の 地域 でお こ なわれた研究と の 比較 ､ ある い は大規模研究

と組み合わせ る こ とにより､ 本研究の 意義は高め られ ると考えて い る 0
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